
ベイズの定理

　本稿で用いるベイズの定理は，Dをデータ（結果），H

をその原因や仮定とするときに，次式で表される。
P（D│H）× P（H）

P（H│D）＝                          （1）
P（D）

　式（1）の意味するところは，Dを得た時に Hを得る確
率：P（H│D）は，Hを得た時に Dを得る確率：P（D│H）
に Hを得る確率：P（H）をかけたものを，Dを得る確率：
P（D）で割ったものである。つまり，ある結果：Dを得
た時に，その原因や仮定：Hが成立する確率を求めるこ
とに等しい（涌井と涌井，2016）。
　具体例として，2009 年から 2024 年の園を対象に，3
月 27 日～ 4 月 2 日に「ニリンソウ（Anemone fl accida）
が満開である」：H1 および，「ニリンソウが満開ではな
い」：H2 を仮定（原因），同期間に「ソメイヨシノが満開
である」：Dを結果とした場合に，結果：Dを得た時に，
仮定：H1 が成立する確率を求めてみよう（Fig. 1 におけ
る赤の矢印）。言い換えると，ソメイヨシノが満開であ
る時にニリンソウが満開である確率に等しい。お互いに
独立した原因や仮定：Hは複数個設定できるが，この例
では 2つである。観測記録として，前述の「見ごろ情報」
（https://ins.kahaku.go.jp/season/index.php）のうち「植
物開花リスト他」を参照し，「◎花が見頃」と表記され
た項目を満開と定義した。
　観測の欠測がない 14 年のうち，ニリンソウが満開で
ある年は 7年であった。このため，仮定：H1 が生じる確
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率：P（H1）は，7/14=1/2 となる。ニリンソウが満開で
はない年は 7年であった。このため，仮定：H2 が生じる
確率：P（H2）は，7/14=1/2 となる。一方，ニリンソウ
が満開である時にソメイヨシノが満開である年は 7年の
うち 6年であった。このため，確率：P（D│H1）は，6/7
となる。ニリンソウが満開ではない時にソメイヨシノが
満開である年は7年のうち3年であった。このため，確率：
P（D│H2）は，3/7 となる。ソメイヨシノが満開である確
率：P（D）は，ニリンソウが満開である時にソメイヨシ
ノが満開である確率にニリンソウが満開である確率をか
けたもの：P（D│H1）× P（H1）と，ニリンソウが満開で
はない時にソメイヨシノが満開である確率にニリンソウ
が満開ではない確率をかけたもの：P（D│H2）× P（H2）
の和として求めることができる。つまり，P（D）＝ 6/7 ×
1/2 ＋ 3/7 × 1/2 ＝ 9/14 となる。
　以上により，ソメイヨシノが満開である時にニリンソ
ウが満開である確率：P（H1│D）は，

P（D│H 1）× P（H 1）      6/7 × 1/2       2
                           ＝                 ＝     （2）

P（D）                   9/14          3

となる。

材料および方法

　観測の欠測が少ない，春に花が咲く代表的な 5 種の
落葉性の木本（イロハモミジ［Acer palmatum］・ヤマザ
クラ［Cerasus jamasakura］・オオシマザクラ［Cerasus 

speciosa］・コナラ［Quercus serrata］・クヌギ［Quercus 

acutissima］）と 5 種の草本（シャガ［Iris japonica］・タ
チツボスミレ［Viola grypoceras］・ニリンソウ・バイ
モ［Fritillaria verticillata］・ヒトリシズカ［Chloranthus 

quadrifolius］）を対象に，前述の例と同様に 2009 年から
2024 年において，ソメイヨシノが満開である時に各対象
種が満開である確率を求めた。ソメイヨシノの満開期間

－ 38 －

自然教育園報告　第 57 号：37 － 41,　2025.

図 1．
Fig. 1．Example of Bayesian estimation.



は年ごとに異なるため，解析の対象期間を 3つ（3月 27
日～ 4 月 2 日・4 月 3 日～ 9 日・4 月 10 日～ 16 日）に
分けた。

結果と考察

　3 月 27 日～ 4 月 2 日・4 月 3 日～ 9 日・4 月 10 日～
16 日における，対象種が満開である確率：P（H1）・対
象種が満開ではない確率：P（H2）・対象種が満開である
時にソメイヨシノが満開である確率：P（D│H1）・対象
種が満開ではない時にソメイヨシノが満開である確率：
P（D│H2）・ソメイヨシノが満開である時に対象種が満開
である確率：P（H1│D）をTables 1 ～ 3 にそれぞれ示し
た。いずれの期間においても，イロハモミジとオオシマ
ザクラは，P（H1│D） 3/4，4 月 3 日～ 9日と 4月 10 日
～ 16 日では，ヤマザクラ・シャガ・タチツボスミレ・
ニリンソウは，P（H1│D） 3/4，4 月 3 日～ 9 日では，
ヒトリシズカは，P（H1│D）＝ 6/7 と高い値を示した。
これに対して，いずれの期間においても，コナラ・クヌギ・
バイモは，P（H1│D） 2/3 とそれ以外の対象種と比べて

低い値を示した。
　以上の結果は，ソメイヨシノが満開であれば，イロハ
モミジ・オオシマザクラ・ヤマザクラ・シャガ・タチツ
ボスミレ・ニリンソウもまた満開である一方，コナラ・
クヌギ・バイモは満開ではない可能性が高いことを示唆
する。東京地方におけるソメイヨシノの満開に関する新
聞やテレビの報道および，インターネット上での情報と
園に生育するソメイヨシノの満開期間には大きな違いが
見られない。このため，何らかのメディアを通して東京
地方におけるソメイヨシノの満開情報を得ることができ
れば，園を訪問する前に，イロハモミジ・オオシマザクラ・
ヤマザクラ・シャガ・タチツボスミレ・ニリンソウの満
開を予測できる。
　園には，四季折々に花を咲かせる木本や草本が多々存
在する。今後は，ソメイヨシノ以外の様々な種を対象に，
相互の種が同時に満開である確率を詳細に調査すること
が強く求められる。
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表 1．
Table 1．Probability from 27 March to 2 April.
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表 3．
Table 3．Probability from 10 April to 16 April.

表 2．
Table 2．Probability from 3 April to 9 April.
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